







The notions about infant’s ‘subjectivity’ of students who study about education in preschool
− Especially a conflict between infant’s ‘subjectivity’ and order in class −
Sadae OGURA
Abstract
　The purpose of this paper is to investigate that notions about ‘subjectivity’ of students who study about 
education in preschool. In preschool, nurse and teacher should make much of infant’s ‘subjectivity’. This 
‘subjectivity’ must have many constructions. In addition, infant’s ‘subjectivity’ often come into conflict with order 
in class. In this paper, It was investigated that students who study about education of small children has what kind 
of constructions on this conflict between infant’s ‘subjectivity’ and order in class. The result of this paper shows 
that students have kept their notions that the order in class is more important than individual ‘subjectivity’. 
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①水槽に手を入れてつかもうとした 1 60 11 5 2 0
②帰る時間におままごとをやめない 0 35 32 4 6 2
③帰る支度中に絵を描きたいという 0 42 22 6 7 2
＊回答学生数：79名（数字は回答数を示す）
表３　葛藤場面への対応



























































































設題 具体的方策 回答例 回答数
エ）やめないとどうなるか示
す
・『時間守れない子はもう遊べなくなっちゃうよ。』と声を掛ける。
・じゃあ、○○ちゃんは今日保育園にお泊まりだねー一人でここで寝るん
だよなど
2
オ）その他 ・「おままごとに使われている道具たちが『もう疲れたから寝かせて』と言っ
てるよ。」と擬人化して考えさせる。
・Aちゃんの行動について話しかけほめる。その後序々に片付けの方向に 
持っていく
・また明日おままごとしようよと言って一緒に片付ける
5
b-2）親和的
「集団の規
範」重視
ア）子どもの「主体性」を尊
重しつつも「規範」に合わ
せる動きに促す
・Aちゃんのおままごとの役やどんな場面なのか聞いて、それに合わせて『片
付け』につながるような言葉掛けをする。 14
イ）子ども自らが遊びに区切
りをつけられるような方策
を示す
・『じゃあ○○が終わったら、一緒にお片付けしようね』と声かけをする。
・少しだけ時間を与えて今している『忙しいこと』が終わったら片付ける
ように声を掛ける。
12
ウ）子どもの「主体性」を尊
重しながらも、続きを別の
機会にするよう提案するも
の
・『じゃあ今日おうちに帰ってからお母さんと一緒にお手伝いでお料理して
みたら？ お母さん喜ぶと思うよ』と自宅に帰ってからの意欲につなげる。
そうすれば、Aちゃんの主体性をいかせると思うから。
6
③ b-1）「集団
の規範」重
視　
＊重複回答
あり
ア）別の機会を提示する ・もう帰る時間だから、お家で書いてきてねという。紙をあげる。 24
イ）条件を示す ・「Bちゃん帰る支度は終わったの？」→「まだ」→「ちゃんとおりこうさ
んできてない子には紙わたせないな。」「明日の方がもっといい自動車が
あるかもしれないよ？」と言う。
7
ウ）我慢を教えるために待つ
ことを提示する
・帰る時間であることを伝えて、明日一緒に描こうと促す。物事の順番が
あることを伝えたいから、我慢することを知ってもらいたいから。
6
エ）子どもに集団を意識させ
る
・『Bちゃん。お友達帰る準備をしているでしょう。だから、Bちゃんも帰
りの準備をしてからにしない？』言葉をかける。きちんとやることをやっ
てから、子どもたちには好きな遊びにとりかかってほしいから。
5
オ）保護者や家を意識させる ・もう帰る支度しないと、お母さんおいて帰っちゃうよーと優しく伝え先
生と一緒に帰りの支度をしようと伝え、Bちゃんの手伝いに回る。
1
カ）保育者の意思を示す ・もう、帰る支度をする時間だから先生と一緒に支度しよう‼って言う。 1
キ）帰る支度をしないとどう
なるか示す
・帰る支度をすることを伝え、帰る支度ができなかったらどうなるか子ど
もが考えられるような声かけをする。
1
b-2）親和的
「集団の規
範」重視
ア）子どもの「主体性」を尊
重しつつ待つことを提示す
る
・「今、とっても忙しいの。だから支度が終わるまで待っててくれるかな？」
と聞く。
＜理由＞一方的に「今忙しいからダメ」と言うのは良くないので、子ども
に状況を理解してもらえるようにするため。
12
イ）子どもの「主体性」を尊
重しながら別の機会を提示
する
・紙はあげるが渡すときに『おうちで描こうよ。それで明日先生に見せて。』
と言う。→帰る支度をするのも大事だがBちゃんが主体性をもって取り組
もうとしているので、紙をあげて、さらに次の日見せてくれるよう頼む
ことで家への生活につながる
8
ウ）子どもに「今」描きたい
理由を尋ねる
・何故自動車の絵を描くのか、理由やその状況を聞く。子どもの興奮した
気持を邪魔したりしないように声かけをする。
2
保育者を目指す学生は「子どもの主体性」をどう捉えるか　小倉
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第８号
－ 48 －
（2）講義後の感想
　講義は、『子どもの「主体性」を重視しながらも、保
育者が「集団の規範」とのバランスをとり、その間をつ
ないでいく役割をすることが必要である』という趣旨で
行った。ほとんどの学生（全体で66名：84％：表５①～
④）が、個の「主体性」と「集団」との葛藤状況が生じ
ることに気がついたといえる。しかし、「①まずは子ど
もの気持ちを理解する必要がある」とし、個の「主体性」
を重視しながら「集団」と「個」のバランスをとってい
く保育者の役割について述べている学生は35名（44％）
であり、全体の半数に満たなかった。「集団」と「個の
主体性」が大切であると気付きながらも、「保育者には
言葉の使い方を沢山持っているべきだ。様々なパターン
を持っていれば、ルールと子どもの気持ちがぶつからな
いような対応をすることができるからだ。」など、保育
者としての対応の「技術」に着目して、いかに言葉をか
けるか、臨機応変に対応してその場を収めていくかとい
うことに意識が向いている学生（表５②）が19名（24％）
であった。また、８名の学生は、「主体性を大切にする
ことと、生活でのルールを守ることのバランスが難しい
と思いました。」など、「難しい」という気づきは得たが、
その後にどうしたいかという積極的な意思を示すところ
まではいかず、漠然とした感想のみ述べるに留まってい
る（表５③）。「子どもの気持ちばかりで、わがままにな
りすぎず、大人の気持ちばかりで主張しない子にならな
いよう保育者は子どもの成長を手助けしなければいけな
いんだなと思いました。」など、子どもが自己を主張す
る姿を「わがまま」として従来の自身の保育観、子ども
観への見直しがないままに両者のバランスについて言及
する記述（表５④）も見られた。
　講義の趣旨を誤解した記述（表５⑦）としては、「『こ
ういうことをするとこういう結果になるんだよ』とわか
らせるためには、失敗を恐れずなんでもやらせてみるこ
とが大切ということもわかった。」と「集団の規範」を
なくせば主体性が育つというという理解をしたものが
あった。
　
４．まとめと考察
　「主体性」と「集団」との間の葛藤場面の捉え方の
分析から、「主体性」に対する解釈の多様性が浮かび上 
がった。事前に子どもの「主体性」発揮の重要性につ
いて学んだにも関わらず、「集団の規範」と個の「主体
性」との間に生じるであろう具体的葛藤場面においては、 
「主体性」や子どもの心情を重視する視点のないままに
「集団の規範」を当然視して、そこに子どもをいかに合
わせていくかという方策について言及する学生が多かっ
た。子どもの「主体性」重視の重要性について学んでも、
保育における具体的場面にそれを反映させることは多く
の学生にとっては困難であり、実際の保育場面になる 
と、特に葛藤を感じることもなくこれまでの自身の保育
観を用いて場当たり的に対処しようとする学生が多いこ
とが示唆される。さらに、葛藤場面をテーマにした講義
内　　容 回答数
① 子どもの気持ち理解の重要性への気づき 35
② 保育者の対応の「スキル」に着目 19
③ 「集団」と個の「主体性」のバランスの難しさにのみ言及 8
④ 「集団」と個の「主体性」のバランスについて言及しつつも、「集団」を重視した記述 4
⑤ 講義の趣旨とは関係のない記述 4
⑥ 「保育に正解はない」という記述 2
⑦ 講義の趣旨を誤解した記述 1
⑧ 主体性を大切にすることに対する疑問 1
⑨ その他（幼児期の大切さへの気づき、体験の重要性など） 4
⑩ 無記入 1
＊回答学生数　79名
表５　講義後の感想の内容
－ 49 －
後の感想からは、個の「主体性」と「集団の規範」と
の間に葛藤が生じる可能性についての気づきはほとんど
の学生に見られたものの、その葛藤状況に対してどのよ
うに考えて対処していけばよいのかについての理解が得
られたものは半数に満たなかった。このことから、個の 
「主体性」を重視しながら「集団」と「個」のバランスを 
とっていく保育者の役割についての理解は学生にとって
容易ではないことがわかる。
　また、講義後の感想から、これまでの自身の教育経験
の中で培った保育観の見直しは簡単には行われないこと
が示唆される。これらのことから、単に養成校の講義に
おいて「子どもの主体性を重視することの重要性」につ
いて触れただけでは、自身の保育観を見直しながら実践
の場面に当てはめていくことは難しく、多くの学生は理
論としての「主体性」を学んでも、従来の自身が培って
きた保育観を用いて場当たり的にその場を収める方向で
保育を行っていくのではないかと考えられる。「主体性」
重視の大切さについて一通り述べるだけにとどまらず、
その解釈の多様性や子どもの心情理解の重要性について
学生と共に考え、子どもの視点で保育を捉える姿勢を育
てることが求められる。
　さらに、自身が理想的とする姿に子どもを近づけるた
めの「技術」に着目して述べた学生が少なくなかった。
これらの結果は、子どもの心情や状況など生の現実に向
き合いながら葛藤し対応を考えることよりも、似たよう
な状況におけるマニュアル的な答えを求め、その場を収
めていくことに重きを置いた学生が少なからずいるとい
うことを示している。保育に「技術」は必要であるが、
『「技術」で子どもを動かすこと＝保育』ではない。「技術」
を身につけることに重きを置いている学生に対して、一
人ひとりに対する深い子ども理解の上に保育が成り立つ
ということへの理解を促していく必要があるといえるだ
ろう。
５．今後の課題
　多くの学生がなぜ個の「主体性」よりも「集団の規範」
を重視するのだろうか。これまでの教育経験の中でど
のようにそのような保育観が培われてきたのだろうか。
授業において、「自身が主体的に行った活動」について
記述させると、「部活動」など「達成感」を伴う自身の
経験を「主体性」と絡めて解釈しているようであるが、 
「達成感」を得るための「努力」「忍耐」「協調性」といっ
た概念の形成が暗黙のうちに学生の保育観に結びついて
いるのではないだろうか。
　また、今回は、保育専攻の学生を対象に子どもの「主
体性」（特に子どもの「主体性」と「集団の規範」との
間に生じる葛藤）について分析を行ったが、実際に子
どもと関わっている保育現場の保育者はどのようにこの
「子どもの主体性」を捉えて保育をおこなっているのだ
ろうか。さらに、そもそも「主体性」という概念は、ど
のような文脈で発生しどのように捉えられてきたのか、
今後どのように捉えていけばよいのだろうか。これらに
ついての検証は今度の課題としたい。
（注１）小川（8）（2000）は、実習生の保育を例に「くびきか
らの解放こそ“自由”であるという実感を持つ実習生は、
真剣に考える学生ほど、幼児の行動に対し、管理的役割
を行使せざるを得ない自分との間に葛藤を生じやすい。」
とし、「実習生が「自由」を味わう幼児の側に立っている
のではなく、むしろ他者として幼児たちに「集団性」を
身につけさせて、「集団」としての秩序（規律）を確立す
る側に立たざるを得ない立場にいること」によって実習
生の葛藤が生じると述べている。
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